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Ⅰ．全業種の業況
◇ 令和7年7月～9月期の業況

と
ポイント

◇ 令和7年10月～12月期の見通し

と
ポイント悪化すると見込まれている。

◇ 集計結果（全業種の状況と見通しについて）

◇ 業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期(10月－12月)見通し
＊ ＤＩ値＝「好転」から「悪化」とした割合を引いた業況判断指数

悪化した。

1.1 △ 4.3

△ 4.3 △ 3.3

14.1 △ 2.2 △ 7.6

▲ 4.3令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は 令 和 7 年 7 月 ～ 9 月 期 調 査 よ り 、

原 材 料 在 庫

13.0業 況

ＫＩＴＡＳＨＩＮ　ＢＵＳＩＮＥＳＳ　ＲＡＤＡＲ

北空知管内景気動向調査

令和7年7月～9月期

令和7年度第２/四半期の北空知管内景気調査（令和7年7月～9月実績および令和7年10
月～12月見通し）は、92社（製造業8社・建設業38社・卸・小売業24社・サービス業22
社）のご協力により集計、作成したものです。

令和7年7月～9月期の業況ＤＩ値は 令和 7年 4月～ 6月期の調査に比べ、13.0

業種別に見ると、製造業は6.3ポイント改善、建設業(土木請負)は8.8ポイント悪化、建設業
(建築請負)は1.3ポイント改善、卸・小売業(食料品販売)は16.7ポイント改善、卸・小売業(そ
の他販売)は12.4ポイント悪化、サービス業(自動車修理販売関連)は7.5ポイント悪化、サービ
ス業(その他)は13.2ポイント改善する結果となった。

4.9
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8.7 △ 4.3 △ 5.4

0.0 △ 5.4

△ 5.4 △ 3.3

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

従業員<含臨時>

業種別に見ると、製造業は42.9ポイント悪化、建設業(土木請負)は12.5ポイント悪化、建設業
(建築請負)は12.5ポイント悪化、卸・小売業(食料品販売)は30.0ポイント悪化、卸・小売業
(その他販売)は15.4ポイント悪化、サービス業(自動車修理販売関連)は12.5ポイント悪化、
サービス業(その他)は33.3ポイント悪化すると見込まれている。

売上 (収入 )額

7.6 △ 4.3

前期比 来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

仕入 (材料 )額

17.4

7.8 

-1.9 

-12.4 

17.9 
13.0 

-4.3 

-20

-10

0
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20

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）



◇設備投資の状況

◎今期（7月－9月）に実施 ◎来期（10月－12月）に予定
   （単位：件） （単位：件）

◇経営上の問題点（複数回答）

順　位 件　数

1 50

2 47

3 36

4 22

5 13

6 7

7 6

7 6

9 2

10 1

◇予定している経営施策（複数回答）

順　位 件　数

1 46

2 34

3 19

4 13

5 11

6 4

7 3

7 3

7 3

7 3

設備導入・入替

市場規模の縮小

経費の節減

人材育成

後継者の不在

マーケティング

ノウハウや技術の継承

　　項　　目　　名

　　項　　目　　名

人材確保

同業他社との競合

人手（人材）の不足

従業員の高齢化

原材料費の高騰

商品・サービス（技術）の内容

遊休不動産の所持

建物・機械等設備の老朽化
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作業の効率化

広告宣伝の実施

ブランディング

新商品開発・リニューアル

建物新築・増改築

10

7

5

4

3

2

0

0

0 2 4 6 8 10 12

車 両

ＩＴ機器

建 物

機械設備

付帯設備

土 地

福利厚生施設

予 備

10

9

4

3

2

0

0

0

0 2 4 6 8 10 12

建 物

車 両

ＩＴ機器

付帯設備

機械設備

土 地

福利厚生施設

予 備



Ⅱ．業種別の動向

１．製　造　業

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ、
改善した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
改善
改善
改善
改善
改善

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

業 況

売上 (加工 )額

原材料仕入額

製 品 在 庫

採 算 < 利 益 >

令和7年7月～9月期

(10月－12月)

28.6 △ 14.3

前年同期比
(令和6年7月～9月に比べて)

14.3

△ 28.6 0.0

28.6 △ 14.3

28.6 △ 14.3

14.3

ポイント

ポイント

(令和7年4月～6月に比べて)

来期予想
(令和7年10月～12月の見通し)

0.0 △ 28.6

28.6
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28.6 0.0

14.3 0.0

資 金 繰 り

従業員<含臨時>

6.3 ポイント

売　上(加工)額
原材料　仕入額

28.6

ＤＩ値は、
ＤＩ値は、

17.5
6.3

ポイント

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、

製　品　在　庫
採　算<利  益>

従業員<含臨時>
資　金　繰　り

前期比

ポイント

ポイント

ポイント

ＤＩ値は、
ＤＩ値は、
ＤＩ値は、
ＤＩ値は、

11.1
17.5
17.5
3.2

33.3 

-11.1 

-37.5 

22.2 
28.6 

-14.3 

-50
-40
-30
-20
-10

0
10
20
30
40

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）
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業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

事業売却

人材育成

人材確保

マーケティング

経費の節減

項　　　目

車両

建物

項　　　目

3 1

3 1

3 1

1 4

2 3

　 　

順位 件数

1 2

建物

項　　　目

　

順位 件数

1 2

原材料費の高騰

人手（人材）の不足

14 遊休不動産の所持

1

　

　

件数

従業員の高齢化

　

項　　　目

建物・機械等設備の老朽化
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(10月－12月)

順位

1

　

5

3

2

1

　

順位

1

2

3

4

件数

ＤＩ値は、 28.6 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 14.3 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 57.1 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 28.6 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 14.3

売　上(加工)額 ＤＩ値は、 42.9 ポイント

42.9 ポイント

原材料　仕入額 ＤＩ値は、 42.9 ポイント

製　品　在　庫

33.3 

-11.1 

-50.0 

11.1 
28.6 

-14.3 

-60

-40

-20

0

20

40

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

売上（加工）額ＤＩ値推移（前期比）
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採算<利益>ＤＩ値推移（前期比）



２．建設業（土木請負）

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
改善
悪化
改善
悪化
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

従業員<含臨時>
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18.8 12.5 12.5

△ 6.3 △ 6.3

△ 12.5 △ 6.3

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

受 注 額

受 注 契 約 残

6.3 △ 6.3 0.0

18.8 △ 6.3 0.0

業 況

完 成 工 事 額

0.0 △ 6.3

0.0 △ 25.0

来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 7.5 ポイント

前期比

採　算<利  益> ＤＩ値は、 13.8 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 6.3 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 30.0 ポイント

令和7年7月～9月期

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 6.3

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

8.8 ポイント

5.9 

-14.3 

0.0 

15.0 

6.3 

-6.3 

-20

-10

0

10

20

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）

-5.9 

-23.8 

0.0 

-10.0 
0.0 

-30

-20

-10

0

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9

業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
横ばいの見込み
改善の見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）
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4 3 同業他社との競合 4 3 マーケティング

経費の節減

3 4 原材料費の高騰 3 4 設備導入・入替

4 3 建物・機械等設備の老朽化 4 3

人材育成

1 16 人手（人材）の不足 1 15 人材確保

2 14 従業員の高齢化 2 10

項　　　目

2 2 ＩＴ機器 3 1 ＩＴ機器 

順位 件数 項　　　目 順位 件数

車両

1 4 車両 1 4 建物

2 2 機械設備 2 3

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 6.3 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 6.3 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 25.0 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 6.3

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 25.0 ポイント

12.5 ポイント

23.5 

-14.3 

10.0 

25.0 
18.8 

-6.3 

-20
-10

0
10
20
30

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

完成工事額ＤＩ値推移（前期比）

5.9 

-14.3 

15.0 

5.0 

18.8 
12.5 

-20

-10

0

10

20
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

採算<利益>ＤＩ値推移（前期比）



３．建設業（建築請負）

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ、
改善した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
改善
悪化
改善
悪化
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

従業員<含臨時>
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0.0 △ 12.5 △ 12.5

△ 6.3 △ 6.3

△ 6.3 △ 6.3

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

受 注 額

受 注 契 約 残

6.3 △ 6.3 △ 12.5

12.5 △ 6.3 △ 18.8

業 況

完 成 工 事 額

12.5 △ 12.5

△ 6.3 △ 12.5

来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 26.3 ポイント

前期比

採　算<利  益> ＤＩ値は、 10.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 1.3 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 16.3 ポイント

令和7年7月～9月期

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 6.3

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 2.5 ポイント

1.3 ポイント

15.0 

10.5 

0.0 

5.0 6.3 

-6.3 

-10

0

10

20

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）

-20.0 

21.1 

4.5 0.0 

-12.5 

-30
-20
-10

0
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9

業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
横ばいの見込み
横ばいの見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）
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4 2 市場規模の縮小 5 1 事業買収

マーケティング

3 9 原材料費の高騰 3 3 人材育成

4 2 後継者の不在 3 3

経費の節減

1 13 人手（人材）の不足 1 12 人材確保

2 10 従業員の高齢化 2 7

項　　　目

3 1 土地 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

車両

1 3 車両 1 2 ＩＴ機器 

2 2 ＩＴ機器 2 1

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 12.5 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 25.0 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 6.3

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 18.8 ポイント

12.5 ポイント

10.0 
21.1 

4.5 10.0 12.5 

-6.3 

-20

0

20

40

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

完成工事額ＤＩ値推移（前期比）

5.0 5.3 

0.0 

-10.0 

0.0 

-12.5 

-15

-10

-5

0

5
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

採算<利益>ＤＩ値推移（前期比）



４．卸・小売業（食料品販売）

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ、
改善した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
改善
改善
改善
改善
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

従業員<含臨時>
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30.0 0.0 20.0

10.0 10.0

0.0 0.0

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

仕 入 額

製 品 在 庫

50.0 20.0 20.0

30.0 20.0 30.0

業 況

売 上 額

40.0 40.0

50.0 30.0

来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 16.7 ポイント

前期比

採　算<利  益> ＤＩ値は、 21.7 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 10.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 33.3 ポイント

令和7年7月～9月期

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 50.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 13.3 ポイント

16.7 ポイント

37.5 

-9.1 
-20.0 

33.3 

50.0 

20.0 

-40

-20

0

20

40

60

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）

25.0 

-18.2 

10.0 
0.0 

20.0 

-30
-20
-10

0
10
20
30

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9

業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
横ばいの見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
横ばいの見込み
横ばいの見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）
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5 1 市場規模の縮小 3 1 マーケティング

設備導入・入替

3 4 従業員の高齢化 3 1 人材育成

3 4 建物・機械等設備の老朽化 3 1

経費の節減

1 6 人手（人材）の不足 1 4 人材確保

1 6 原材料費の高騰 2 2

項　　　目

2 1 建物 1 1 付帯設備

順位 件数 項　　　目 順位 件数

車両

1 3 付帯設備 1 1 建物

2 1 機械設備 1 1

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 30.0 ポイント
資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント
製　品　在　庫 ＤＩ値は、 20.0 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 20.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 10.0 ポイント

30.0 ポイント

37.5 

-18.2 -30.0 

16.7 
30.0 20.0 

-40

0

40

80

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

売上額ＤＩ値推移（前期比）

25.0 

-27.3 -20.0 

8.3 

30.0 

0.0 

-40

-20

0

20

40

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

採算<利益>ＤＩ値推移（前期比）



６．卸・小売業（その他販売）

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
改善
悪化
改善
悪化
改善

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

従業員<含臨時>
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7.7 0.0 △ 23.1

7.7 0.0

7.7 0.0

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

仕 入 額

製 品 在 庫

15.4 0.0 △ 7.7

15.4 0.0 0.0

業 況

売 上 額

7.7 7.7

△ 7.7 23.1

来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 13.2 ポイント

前期比

採　算<利  益> ＤＩ値は、 2.1 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 9.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 2.1 ポイント

令和7年7月～9月期

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 15.4

売　　上　　額 ＤＩ値は、 6.8 ポイント

12.4 ポイント

-18.2 

7.7 

-40.0 

27.8 

15.4 

0.0 

-50
-40
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）
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業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
横ばいの見込み
改善の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
悪化の見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）
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5 4 原材料費の高騰 5 1 人材育成

広告宣伝の実施

3 5 人手（人材）の不足 3 2 設備導入・入替

3 5 建物・機械等設備の老朽化 3 2

人材確保

1 6 従業員の高齢化 1 7 経費の節減

1 6 市場規模の縮小 2 5

項　　　目

2 1 建物 3 1 付帯設備

順位 件数 項　　　目 順位 件数

建物

1 2 車両 1 2 機械設備

2 1 機械設備 1 2

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 7.7 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 7.7 ポイント
資　金　繰　り ＤＩ値は、 7.7 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント
製　品　在　庫 ＤＩ値は、 30.8 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 0.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 15.4 ポイント

15.4 ポイント

-27.3 

23.1 

-30.0 

22.2 
15.4 

0.0 

-40

-20

0

20

40

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

売上額ＤＩ値推移（前期比）
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15.4 

0.0 
5.6 7.7 

0.0 
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-10

0

10
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

採算<利益>ＤＩ値推移（前期比）



７．サービス業（自動車修理販売関連）

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
改善
悪化
悪化
横ばい
横ばい

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

従業員<含臨時>
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0.0 0.0 △ 12.5

0.0 0.0

0.0 12.5

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

仕 入 額

製 品 在 庫

12.5 0.0 △ 12.5

12.5 0.0 △ 37.5

業 況

売 上 額

0.0 0.0

0.0 0.0

来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

前期比

採　算<利  益> ＤＩ値は、 20.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 10.0 ポイント

令和7年7月～9月期

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 12.5

売　　上　　額 ＤＩ値は、 7.5 ポイント

7.5 ポイント

-11.1 

25.0 

-25.0 

20.0 

12.5 

0.0 

-30

-20

-10

0

10

20

30

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）
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業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
横ばいの見込み
横ばいの見込み
横ばいの見込み
横ばいの見込み
改善の見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）
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5 1 後継者の不在 4 1 新商品開発・リニューアル

設備導入・入替

2 3 原材料費の高騰 3 2 人材育成

4 2 建物・機械等設備の老朽化 4 1

経費の節減

1 4 従業員の高齢化 1 4 人材確保

2 3 人手（人材）の不足 1 4

項　　　目

　 　 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

車両

1 1 建物 1 1 建物

1 1 ＩＴ機器 1 1

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 12.5 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 0.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 12.5 ポイント

12.5 ポイント

11.1 

50.0 

-25.0 

20.0 
12.5 

0.0 

-40

-20

0
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40
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

売上額ＤＩ値推移（前期比）
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８．サービス業（その他）

◇ の業況

と、令和7年4月～6月期調査に比べ
改善した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
改善
改善
改善
悪化
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

従業員<含臨時>
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0.0 △ 8.3 △ 16.7

0.0 △ 25.0

△ 25.0 △ 16.7

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

仕 入 額

製 品 在 庫

25.0 △ 8.3 △ 8.3

25.0 0.0 △ 16.7

業 況

売 上 額

0.0 0.0

△ 8.3 △ 8.3

来期予想 前年同期比
(令和7年4月～6月に比べて) (令和7年10月～12月の見通し) (令和6年7月～9月に比べて)

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 25.0 ポイント

前期比

採　算<利  益> ＤＩ値は、 11.8 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 5.9 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 6.3 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 9.3 ポイント

令和7年7月～9月期

令和7年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 25.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 30.9 ポイント

13.2 ポイント

0.0 

-5.6 

0.0 

11.8 

25.0 

-8.3 

-10

0

10

20

30

6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

業況ＤＩ値推移（前期比）
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◇ の見通し

と、令和7年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込み
横ばいの見込み
横ばいの見込み
悪化の見込み
悪化の見込み
改善の見込み

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）
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5 2 後継者の不在 5 1 人材育成

設備導入・入替

2 6 従業員の高齢化 3 3 マーケティング

4 3 建物・機械等設備の老朽化 4 2

人材確保

1 8 原材料費の高騰 1 7 経費の節減

2 6 人手（人材）の不足 2 5

項　　　目

　 　 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

付帯設備

1 1 車両 1 1 車両

　 　 1 1

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 8.3 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 8.3 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 25.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

令和7年10月～12月期

令和7年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 8.3

売　　上　　額 ＤＩ値は、 25.0 ポイント

33.3 ポイント

13.3 
5.6 0.0 

-5.9 

25.0 

0.0 

-20
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12

売上額ＤＩ値推移（前期比）
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6/9 6/12 7/3 7/6 7/9 7/12
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Ⅲ．特別調査

貴社がご興味を持たれていることについてお伺いいたします。

- 17 -

※全業種の回答を集計した結果、『貴社がご興味を持たれていることについてお
伺いいたします』との問いに対し「補助金・助成金」と答えた先が26先と一番
多い結果となり、その次に「業務の効率化」と答えた先が13先と二番目に多い
結果となりました。

貴重なご意見、誠にありがとうございました。

4

5

5

4

7

3

26

7

8

9

0

0

13

1

45

0 10 20 30 40 50

SDGs

事業承継

ビジネスマッチング

新事業への展開

DX・ITの活用について

BCP

補助金・助成金

副業人材の活用

省エネ対策

遊休不動産の活用・処分

経営コンサルタントの活用

クラウンドファンディング

業務の効率化

その他

無回答



Ⅳ．経済市場指数動向

１．人口・世帯数動向　

（単位：人、戸）

今年度 前年同月 前年同月増減 今年度 前年同月 前年同月増減

深 川 市 17,926 18,421 △ 495 10,122 10,293 △ 171

妹 背 牛 町 2,530 2,586 △ 56 1,341 1,363 △ 22

沼 田 町 2,709 2,783 △ 74 1,415 1,432 △ 17

幌 加 内 町 1,207 1,225 △ 18 694 684 10

秩 父 別 町 2,140 2,195 △ 55 1,057 1,067 △ 10

雨 竜 町 1,996 2,063 △ 67 1,022 1,042 △ 20

北 竜 町 1,568 1,598 △ 30 774 780 △ 6

北 空 知 管 内 合 計 30,076 30,871 △ 795 16,425 16,661 △ 236

２．労働需給状況

（単位：人、％）

深川分室 全　道 深川分室 全　道

月 間 有 効 求 職 者 数 348 84,178 △ 38 △ 133 （6,489） （1,531,633） 

月 間 有 効 求 人 数 530 77,535 77 △ 1,342 （8,965） （1,434,092） 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.52 0.92 0.35 △ 0.02 （1.38） （0.94） 

（令和7年3月～

３．建築確認申請
（単位：件、％）

当期間 前年同期増減 前年同期比 年度初来 前年同期増減 前年同期比

深 川 市 12 △ 2 △ 14.29 26 △ 4 △ 13.33

深 川 市 を 除 く 管 内 ６ 町 6 2 50.00 10 △ 2 △ 16.67

北 空 知 管 内 合 計 18 0 0.00 36 △ 6 △ 14.29

（年度初来　令和7年4月～

年度初来累計

（ 令和7年9月末 ）

市 町 名
人　　　　　　　　口 世　　　　　　　　帯

（ 令和7年8月末 ）

深川分室 全　　　道
前年同月増減・前年同月比
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令和7年8月までの累計)

( 令和7年7月～9月 )

令和7年9月までの累計) 　　　　（資料：各市・町）



４．深川金融協会　預金・貸出金残高　

５．企業倒産状況 ( 令和7年7月～9月 )

当期間 前年同期 増　減 年度初来 前年同期 増　減 期中業種別

件　数 0 0 0 1 0 1

金　額 0 0 0 2,500 0 2,500

６．新車登録台数 ( 令和7年7月～9月 )

当期間 前年同期 増　減 増減比 年度初来 前年同期 増減比

78 69 9 13.04 174 144 20.83

19 21 △ 2 △ 9.52 43 44 △ 2.27

138 143 △ 5 △ 3.50 287 262 9.54

残　　　　　　　　高 前年同月比 残　　　　　　　高 前年同月比

（ 令和7年9月末 ）
（単位：百万円、％）

預　　　　　　　　　　　　金 貸　　　　　出　　　　　金

166,243 0.17 46,974 1.28

（資料：深川金融協会）

沼 田 町 ・ 北 竜 町

（単位：万円、件）

北 空 知 管 内

令和7年9月までの累計)

（単位：台、％）

市 町 名

深 川 市

（年度初来　令和7年4月～

- 19 -

74 △ 5.41
幌 加 内 町 ・ 雨 竜 町

北 空 知 管 内 合 計

令和7年9月までの累計) （資料：管内ディーラー）

妹 背 牛 町 ・ 秩 父 別 町
41 53 △ 12 △ 22.64 70

（年度初来　令和7年4月～



F&M Clubはバックオフィスの側面から
中小企業の労働生産性の向上を継続的に支援します

F&M Clubはバックオフィスの側面から
中小企業の労働生産性の向上を継続的に支援します

中小企業の労働生産性向上を支援する中小企業の労働生産性向上を支援する
累計
コンサルティングサービス

35,000社に選ばれた中小企業専門の

お問合わせ 06-6339-9045
サービスの水道哲学~価値のあるサービスを低コストで提供~ https://www.fmclub.jp/

入会金

無料無料

F&M Clubが選ばれる つの理由3

01 02 03
公的制度の
取り漏れを防ぐ
お客様が気づかなかった制度活用
（補助金・助成金）や、リスク回避に気づく
ためのマンスリーチェック

生産性向上を
独自の目標で管理
お客様ごとの経営力向上MAPを作成し、
自社の課題に合わせた改善への
取り組みをサポート

従業員のスキル
向上プログラム
経営者だけでなく、従業員もスキマ時間で
スキルアップ！ 中小企業の社員育成なら
F&Mアカデミー

1 2 3

労働生産性とは、労働者1人あたりが生み出す成果や利益を表したものです。
つまり取り組んでいる事業が効率的かどうかという経営指標です。
採用難などの時代背景から、昔のように大量に採用し、大量の仕事をこなして
利益を上げ続けるというビジネスデルが難しくなりました。 
国からも限られた人員で利益を上げていくことが
求められているため、F&M Clubでは
中小企業の労働生産性向上を支援する
コンテンツを多数ご用意いたしました。

労働生産性 ＝
従業員数

営業利益 減価償却費＋ ＋ 人件費

補助金の活用・
優遇税制

減価償却費
POINT

2 採用の拡充・
人材育成

人件費
POINT

3売上向上・
コストダウン

営業利益
POINT

1

労働生産性の向上を継続的に支援労働生産性とは？

資金繰りを安定させたい

助成金や補助金の取り漏れを防ぎたい

就業規則を今の時代に合ったものに直したい

求人は出しているが、応募がない…

従業員のモチベーションが上がらない

生産性を上げ成長する会社にしたい

中小企業の生産性向上に関する悩みを解決します

F&M ClubF&M Club



お問合わせ 06-6339-9045
サービスの水道哲学~価値のあるサービスを低コストで提供~ https://www.fmclub.jp/

入会金無料 月額会費 円（税込） 33,000入会金無料 月額会費 円（税込） 33,000 全 種のサービスが使い放題！38 中小企業の生産性を向上させるための

経営力向上計画申請支援
ご入会後まず初めに経営力向上計画の作成支援をおこないます。

1

経営力向上MAP
経営計画で明確になった目標・課題に基づいて実施すべきカリキュラムを記載
した「経営力向上MAP」をご提供します。 「経営力向上MAP」の順番でカリキュ
ラム受講、サービス活用をすすめることで目標をクリアしていきましょう。

2

経営力総括レポート
1年間の経営状況を総括するレポートをご提供します。

3

はじめて人事考課
これまで人事考課を作ったことがなくても、ガイダンスに従って自社で作成
することができます。

1

就業規則診断
就業規則が現行法に適合しているか、トラブルを防ぐことができるか、
アドバイスいたします。

2

マンスリーチェック
毎月の経営状況の変化から必要なアドバイスをMyページにてフィードバック

最新情報提供
最新情報オンライン見学会 … 3ヶ月に1度開催1

テーマ別オンラインセミナー … 毎月複数開催2

最新情報動画・メルマガ … 毎月複数提供3

F&Mアカデミー
各カテゴリー別に社員教育動画をラインナップ 
( 階層別 / 職種別 / ニーズ別 )

主要なコンテンツをピックアップ主要なコンテンツをピックアップ

F&M Clubで解決できる経営課題F&M Clubで解決できる経営課題

助成金を
使いたい

補助金を活用
したい

優遇税制など
最新情報を
知りたい

ペーパーレスや
ISOなどの対応

資金繰りの
改善をしたい

適切な労働管理
をしたい

採用を
すすめたい

社員教育を
充実させたい

F&M Club サポート体制F&M Club サポート体制

６つの体制でサポート
お客様のシチュエーションに合わせて

06.財務支援の専門部隊
金融機関から事業計画書の作成を求められた場合にも
ご安心ください。 専門のコンサルタントが計画策定から
モニタリングまでサポートします。

06
財務・金融
コンサル
タント

05. 補助金支援の専門部隊
日本トップクラスの補助金支援実績を誇る当社の補助金
支援チームが、貴社の補助金申請をサポートします。

05
補助金
コンサル
タント

02. 電話・メールでいつでも相談
お客様からのサービス関する質問や相談を、
電話やメールでスピーディに解決します。

02
お客様
サービス
センター

03
シニア

アドバイザー

01
コーディ   
    ネーター

01. 経営力向上を支援
経営力向上計画策定支援から貴社の目標・経営課題に基づき
継続的にサポートします。貴社の課題、目標にあった経営力
向上MAPを作成し、具体的な実施項目をプランニングします。

04. アラカルト型人事労務クラウドソフト
シェアNo.1※の労務管理クラウドソフト「オフィスステーション」を無料で
ご利用いただけます。（無償提供は従業員数50名まで）
※ デロイト トーマツ ミック経済研究所 株式会社「HRTechクラウド
市場の実態と展望 2020年度版」より

人事労務
クラウド
ソフト

04

就業規則作成や助成金申請をサポート
従業員とのトラブル回避のための就業規則作成から、助成金申請代行まで、
連携の社会保険労務士法人でサポートします。

＋α
社会保険
労務士法人
連携

03. 個別のお悩みを専門知識で解決
専門性の高いご相談をいただいた場合に、オンライン面談等で
丁寧に解決まで導きます。（オンライン面談は要予約）

経営力向上支援

リスクヘッジ

毎月の経営アドバイス

社内環境の向上



(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

(ATM)

☎（0164）22-7126

☎（0166）60-3511

☎（011）204-7711

☎（011）788-6566

☎（0164）22-1212

☎（0164）32-2401

☎（0164）35-2525

☎（0164）24-2005

☎（0165）35-2054

深 川 市 西 町 2 番 21 号

旭 川 市 神 楽 4 条 4 丁 目 2 番 14 号

札 幌 市 中 央 区 大 通 西 11 丁 目 4 番 地

札 幌 市 北 区 北 37 条 西 4 丁 目 3 番 12 号

●本 店

●妹背牛支店

●沼 田 支店

●納 内 支店

●幌加内支店

●秩父別支店

●雨 竜 支店

●北 竜 支店

●旭 川 支店

●滝 川 支店

●西 支 店

●旭川東支店

深 川 市 四 条 8 番 16 号

雨 竜 郡 妹 背 牛 町 字 妹 背 牛 382 の 8

雨 竜 郡 沼 田 町 南 一 条 二 丁 目 5 番 3 号

深 川 市 納 内 町 三 丁 目 2 番 17 号

きたしん営業店のご案内
●●●●●●●●●●●●●●●●●●

雨 竜 郡 幌 加 内 町 字 幌 加 内 4699 番 地

雨 竜 郡 秩 父 別 町 字 秩 父 別 1272 の 7

雨竜郡雨竜町字フシコウリウ 104 番地

雨 竜 郡 北 竜 町 字 和 6 の 1

旭 川 市 神 楽 4 条 4 丁 目 2 番 14 号

滝 川 市 栄 町 三 丁 目 5 番 14 号

☎（0164）33-2121

☎（0125）77-2311

☎（0164）34-2540

☎（0166）60-3511

☎（0125）22-3311

●札 幌 支店

●麻 生 支店

サンデーバンキングご利用可能店舗

本店・四条出張所・コープさっぽろふかがわ店出張所

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●

四条出張所・深川市立病院出張所・コープさっぽろふかがわ店出張所・深川第一病院出張所

店　外　Ａ　Ｔ　Ｍ

（共同運行）

Ｆ Ａ Ｘ （ 0164 ） 22-6682

深 川 市 四 条 ８ 番 １ ６ 号
Ｔ Ｅ Ｌ （ 0164 ） 22-1214

https://www.shinkin.co.jp/kitashin/


